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八
幡
堀
と
町
衆
の
4
3
5
年
の
道
の
り

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
勇
壮
な
火
祭
り
な

ど
、
一
年
を
通
じ
て
華
や
か
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
祭
り
の
数
々
は
町
や
人
に
季
節
を

知
ら
せ
、
伝
承
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。
歴
史
を
も
つ
伝
統
的
な
近
江
八
幡

火
祭
り
は
、「
左
義
長
ま
つ
り
」、「
八
幡
ま

つ
り
」、「
篠
田
の
花
火
」
を
は
じ
め
と
す
る
、

毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
、
近
江
八
幡
市
内

の
村
や
郷
、
町
内
な
ど
で
行
う
五
穀
豊
穣
、

無
病
息
災
、
商
売
繁
盛
等
々
人
々
の
暮
ら

し
や
地
域
の
安
全
安
心
な
日
々
が
過
ご
せ

る
こ
と
の
願
い
を
込
め
た
斎
行
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、自
粛
の
中
で
4
月
14
日
、15
日
の
「
八

幡
ま
つ
り
」
は
、
大
幅
に
規
模
を
縮
小
し
、

氏
子
や
関
係
者
に
よ
る
神
事
・
祭
礼
の
み
執

り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

豊
臣
秀
次
公
の
八
幡
開
町
以
前
か
ら
あ

る
旧
村
落
十
二
郷
の
氏
子
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
八
幡
ま
つ
り
は
、
千
数
百
年
の
歴
史

を
今
に
伝
え
、
宵
宮
祭
は
松
明
祭
と
も
呼

ば
れ
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

由
緒
に
つ
い
て
詳
し
く
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
一
説
に
よ
る
と
、
今
か
ら

1
5
0
0
年
以
上
前
、
西
暦
2
7
5
年
、

近
江
に
行
幸
し
た
応
神
天
皇
が
日
牟
禮
八

幡
宮
へ
参
詣
す
る
に
あ
た
っ
て
、
琵
琶
湖

岸
に
位
置
す
る
南
津
田
の
７
軒
の
家
の
者

が
葦（
よ
し
）で
松
明
を
作
り
、
火
を
と
も

し
て
天
皇
を
道
案
内
し
た
と
伝
わ
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
始
ま

り
で
は
な
い
か
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

千
年
の
歴
史
を
持

つ
伝
統
の
火
が
近

江
八
幡
の
夜
空
を

焦
が
し
ま
す
。

　

松
明
祭
と
呼
ば

れ
る
14
日
の
宵
宮

祭
は
葦
と
菜
種
が

ら
を
材
料
に
し
た
各
郷
の
松
明
が
奉
納
さ

れ
、
そ
の
大
き
さ
は
10
メ
ー
ト
ル
を
越
え

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
各
郷
の
松

明
は
な
く
、
当
日
の
朝
8
時
半
か
ら
は
、
上

ノ
郷
と
下
ノ
郷
の
氏
子
代
表
者
に
よ
っ
て
、

笹
竹
を
材
料
に
し
た「
大
松
明
結
い
」
が
日

牟
禮
八
幡
宮
の
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
7
時
半
、
大
太
鼓
と
鉦
を
囃
し
な

が
ら
、
上
ノ
郷
は
正
面
鳥
居
か
ら
、
下
ノ

郷
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
方
面
か
ら
宮
入
り

が
行
わ
れ
ま
す
。
8
時
の
打
ち
上
げ
花
火

を
合
図
に
、
引
き
ず
り
松
明
や
と
っ
く
り

松
明
、
振
り
松
明
、
船
松
明
を
含
む
大
小

各
種
30
本
余
り
の
松
明
が
古
例
の
順
序
に

よ
り
次
々
と
奉
火
さ
れ
ま
す
。
松
明
の
壮

大
な
火
柱
は
夜
空
を
見
事
に
光
り
輝
か

せ
、
10
時
頃
ま
で
燃
え
続
け
ま
す
。
今
年

は
自
粛
で
残
念
で
し
た
が
大
太
鼓
は
な
く

各
郷
の
役
員
だ
け
が
宮
入
を
し
ま
し
た
。

壮
大
な
各
郷
の
松
明
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

終
息
す
る
事
を
祈
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

翌
15
日
の
本
祭
は
太
鼓
祭
と
い
わ
れ
、

午
後
よ
り
各
郷
か
ら
宮
入
り
を
し
た
大
太

鼓
に
よ
っ
て
、
御
渡
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

太
鼓
の
打
ち
方
は
各
郷
に
よ
っ
て
独
特

の
伝
承
が
あ
り
、
宵
宮
太
鼓
・
休
み
太
鼓
・

シ
ュ
ー
シ
太
鼓
・
上
り
太
鼓
・
御
渡
り
太

鼓
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
い
ま
す
。

　

前
日
の
雄
大
な
松
明
祭
に
比
べ
る
と
、

応
募
〆
切
2
0
2
0
年 

5
月
10
日 

必
着

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ク
イ
ズ
▼
こ
ど
も
の
日
は
何
月
何
日
で
し
ょ
う
か
。

当
日
は
壮
厳
な
雰
囲
気

が
漂
い
ま
す
。

花
火
と
と
も

に
午
後
3
時
半

頃
、
太
鼓
宿
を
出

発
し
た
十
二
郷
の
大

太
鼓
は
、
夕
方
4
時
か
ら
6

時
頃
、
荘
厳
な
響
き
と
と
も
に
古
例
の
順
序

に
従
い
日
牟
禮
八
幡
宮
の
楼
門
か
ら
宮
入
り

し
ま
す
。
そ
し
て
拝
殿
の
前
で
大
太
鼓
を
差

し
上
げ
、
神
職
・
神
役
な
ど
の
祝
詞
を
受
け

ま
す
。
大
勢
の
若
衆
の
肩
に
か
つ
が
れ
た
大

太
鼓
が
境
内
を
勇
壮
に
練
り
歩
く
光
景
は
、

伝
統
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
残
念
で
す

が
今
年
は
こ
の
雄
大
な
太
鼓
の
響
き
が
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
関
係
者
に
よ
っ
て
、「
疫

病
退
散
」
の
祈
願
を
合
わ
せ
た
御
渡
り
で
し
た
。

　

日
牟
禮
八
幡
宮
本
殿
の
南
側
に
祀
ら
れ
る

大
島
神
社
が
そ
の
地
主
神
で
、
正
暦
2
年

（
9
9
1
）に
八
幡
神
を
宇
佐
八
幡
宮
か
ら
勧

請
、
そ
の
後
、
帰
属
し
た
船
木
郷
と
両
郷
の

鎮
守
と
し
て
推
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
八
幡
祭
に
お
け
る
上
之
郷
が
大
島
郷
、

下
之
郷
が
船
木
郷
と
さ
れ
、
幕
末
ま
で
は
、

祭
礼
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
上
之
郷
が
大
島

社
に
対
し
て
行
う
神
事
が
あ
り
、
特
に
「
大

島
祭
」
と
称
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
現
在
は
上
之

郷
（
市
井
、多
賀
、北
之
庄
、

鷹
飼
、
中
村
、
宇
津
呂
、

大
林
、
土
田
）と
下
之
郷

（
船
木
、
小
船
木
、
大
房
、

南
津
田
）
十
二
郷
の
祭
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
江

八
幡
で
は
、
祭
礼
・
民
俗

行
事
が
数
多
く
伝
承
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
は
、
現
代
を

生
き
る
私
た
ち
の
一
年

の
大
き
な
節
目
や
、
生

へ
の
証
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・ 

電
話
番
号 

を 

ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き  

又
は
F
A
X
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ご
意
見  

ご
要
望
が
有
れ
ば
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

当選者発表
答え：為心町

中村町  S・Yさん
音羽 町 T・J さん
船木町  T・S さん

※

お
名
前
や
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
入
れ
て
ほ
し
い
内
容
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
選
者
は
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
終
息
し
て
か
ら

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
新
町
浜
ま
で
お
受
け
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
引
札
バ
ッ
グ「
桃
太
郎
」（
８
号
帆
布
）

名
前
入
り
3
名
様
に
差
し
上
げ
ま
す
。

上之郷大松明に奉火と下之郷の大松明

八幡まつりの八幡堀夜桜

各郷の氏子関係者と上之郷大松明

◆
今
回
を
も
ち
ま
し
て
終
了
致
し
ま
す
。

八幡堀界隈

八幡堀手漕ぎ和舟八幡堀手漕ぎ和舟

情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり
情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり

近江八幡商工会議所女性会は、今年発足30周年を迎えます。
「みんなが笑顔で暮せる町」に、新しい人の和を築きながら、
心豊かな暮らしとかぎりなく商（あきない）の交りをひろげて、
邁進しています。
私たちの力で町のお役に立つ事や、地域活性化のために一諸
に活動をしませんか。あなたの笑顔を待っています！是非ご
参加下さい！

近江八幡商工会議所女性会は、今年発足30周年を迎えます。
「みんなが笑顔で暮せる町」に、新しい人の和を築きながら、
心豊かな暮らしとかぎりなく商（あきない）の交りをひろげて、
邁進しています。
私たちの力で町のお役に立つ事や、地域活性化のために一諸
に活動をしませんか。あなたの笑顔を待っています！是非ご
参加下さい！

女性の元気が未来を築く女性の元気が未来を築く
女子力・女性の活躍が地域力につながります！

Women’s Empowerment

いずれかを満たす方であれば年齢を問いません。
近江八幡商工会議所の会員事業所様で、
　①女性経営者・経営者の妻
　②家庭で経営に関与している女性
　③職務上要職にある女性
詳細は女性会事務局までお問い合せください。

いずれかを満たす方であれば年齢を問いません。
近江八幡商工会議所の会員事業所様で、
　①女性経営者・経営者の妻
　②家庭で経営に関与している女性
　③職務上要職にある女性
詳細は女性会事務局までお問い合せください。

入会資格

会　費 年会費 12,000円

〒523-0893 近江八幡市桜宮町 231-2　
TEL (0748)33-4141 FAX (0748)32-0765
近江八幡商工会議所女性会（担当：苗村まで）
営業時間  8：30～17：15 　 （土日祝を除く）

お
問
い
合
せ

湖国の作家、アーティストを応援しています ! お気軽にご相談ください。

〒523-0894  滋賀県近江八幡市中村町 20 番地
（株式会社ダイゴ本社ビル１F） TEL0748-33-4181（中川）

◆ご利用範囲
　絵画・陶芸・染織・ガラス・木工・写真等、美術作品
　等の展示会、小会議室にご利用下さい。
◆定休日　毎週月曜日
◆ご利用時間
　原則として、午前10時～午後5時
◆ギャラリー概要
　床面積／25㎡　壁面積／21.9㎡（南西壁面のみ） 
　２方はガラス面、天井高2.7ｍ　
　バックヤード／6.5㎡　※その他設備（トイレ・流し台有）
　設備・備品など／スポットライト、  ダウンライト、
　壁面ピクチャーレール
　音響、テーブル（展示台）8脚／椅子20脚／
　展示用ワイヤー20本　他

ギャラリーは、白を基調とした空間で、安らぎとくつろぎを
感じとれるように設計されています。

照明設備、音響設備等も用意されており、様 な々目的に
対応できるようなスペースになっています。

ギャラリー部

　　　貸しギャラリー 予約賜り中！

八
幡
堀
の
春
の
訪
れ
は
左
義
長
ま
つ
り
と
桜
、そ
し
て
八
幡
ま
つ
り
！



〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504トマト俱楽部 

今回をもちまして仄々の通信・八幡堀界隈瓦版を終了致します。ご愛読頂き有難うございました。
発行にあたり、京都新聞トマト俱楽部様には大変お世話になり有難うございました。感謝しております。
新型コロナウイルスで世間の自粛で多くの方々の心配や不安が募る中、終了するのは心苦しいのですが、
編集発行をしておりました有限会社ラビットハウス・有限会社ほのぼの館が自粛営業となりました。
発行責任者高木茂子が近江八幡開町の祖豊臣秀次公の顕彰と八幡商人、町の文化や伝承を少しでも皆様に
お伝え出来ればと、未熟な情報ではありましたが読者様から叱咤激励を頂きながら続けて参りました。
また、毎回僅かなプレゼントではありましたが、多くの方々のご応募やご意見を頂き感謝申し上げます。
仄々の通信のプレゼント提供をしておりました店舗はお客様と従業員の安全確保を第一に考え、対応として
ギャラリースペース新町浜・カフェ＆ショップ新町（市立資料館内）を臨時休業させて頂いております。
お客様、関係者の皆様にはご心配やご迷惑をおかけ致しますが何卒ご理解を賜ります様お願い申し上げます。
今後、新型コロナウイルスの感染状況や自治体からの要請等で休業期間を変更して参ります。
皆様にはご健康にご留意頂き、感染が終息するまで外出自粛でご自分で出来る事をお守り頂きお過ごし下さい。
お問い合せは0748-33-2914までお願い致します。（店舗：臨時休業５月６日までの予定）

KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版 トマト倶楽部

トマト倶楽
部

トマト倶楽
部京都新聞ファミリー瓦版トマト俱楽部をご愛読の皆様へ！
いつも多くの皆様にご応募頂き有り難うございます。
コロナウイルス感染予防をする為に外出自粛要請が出ています。
残念ですが会館や展示場のご優待、ご招待を中止しました。
今回をもちまして、京都新聞ファミリー瓦版トマト俱楽部の
プレゼント発行を中止する事になりました。
コロナウイルスの感染にくれぐれもご注意頂き、手洗い、マスク、
自宅待機など、ご自分で出来る事を守って大変な時期を互いに
乗り越えましょう！長きに渡りご応募頂き有難うございました。
今後共、京都新聞を宜しくお願い申し上げます！

ベーシックトート75

発行責任者：有限会社ラビットハウス　有限会社ほのぼの館：ギャラリースペース新町浜・カフェ＆ショップ新町（市立資料館内）


